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全道の直近１週間（１０月２４～３０日）の新型コロナウイルスの感染状況は、札幌、札

幌以外ともに急増しました。予想を上回るペースで感染再拡大が続いており、どこまで増

えるか見通しはまだつきません。寒さで換気がしにくいことや、人の行動が活発化してい

ることが要因として考えられます。感染予防として迷っている人はワクチン接種を検討し

てください。 

 新規感染者数の週平均は、札幌が前週比４７・１％増の１５６１・９人、札幌以外が同

３７・８％増の２７８９・４人でした。例外なく全地域で増加しており、中でも宗谷管

内、小樽を除く後志管内、オホーツク管内は、現在の感染「第７波」のピークだった８月

中旬に近い状況です。 

 これほどの急増は予想外でした。過去の感染拡大は変異株と派生型の流入によってもた

らされましたが、７月以降、現在も流行の主流はオミクロン株派生型「ＢＡ・５」で変わ

っていません。 

 これまでの拡大局面では、行動が活発な２０代の感染者が増え、市中感染が広がって全

体の感染者数も増える傾向がありました。現在はそのような傾向がなく、直近１週間では

１０代が最も多く感染者の２割を占めていることも、これまでとの違いです。学校生活の

中で感染が拡大しているのでしょう。 

 基本的な感染対策に加え、感染予防としてはワクチン接種が有効です。２７日時点の道

内の接種率を見ると、１２～１９歳は２回接種済みが７５％なのに対し、３回接種済みは

４２％と世代別で最も低いです。 

 ワクチンの効果が出るには接種から１週間ほど必要だと言われており、再拡大の局面だ

からこそ、接種を検討してはどうでしょうか。ワクチンによる感染予防効果は数カ月ある

と言われています。 

 再拡大の背景には、１０月中旬からの全国旅行支援や水際対策の大幅な緩和で、人の行

動が活発になっている影響もあるでしょう。一人一人が感染対策の意識を高く持ち、行動

することが重要です。（聞き手・高木緑） 


